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2024年9月26日（木） 9:30～12:00 関文化会館 福祉振興大会

13:00～14:00 カフェレスト ドーノ 食事会（当校のみ）

今年度は、岐阜県特別支援教育推進連盟が40周年となる記念大会でした。

記念講演では、岐阜県総合医療センター新生児内科医長の寺澤大祐医師から「いのちの理由

〜コウノドリの現場から、あなたへ〜」という演題での講演がありました。子どもから教わ

る命の大切さ、健常児の普通と障害児の感じる普通は違う、自分なんか駄目だと思っている

思っている赤ちゃんはいないというひたむきさ等、心打たれるエピソードもあり聴き応えの

ある講演でした。

日々、命の誕生と治療の甲斐なく亡くなる命の儚さに直面する現場で、子の成長は奇跡の

連続であることを実感したそうです。またご自身もきょうだい児であったことから、

・健常者が考える普通と障がい者が感じる普通は違う。

・障がいがあるからといって不幸せではない。

・それぞれ生きる意味があって、それぞれ日々生きるという

奇跡の連続を繰り返している。

・要らない命なんてなく、ちゃんと意味（役割）がある。

・前向きに生きていくことが大切だ。

というような話を笑いあり、涙ありで語っていただきました。

大会後には、カフェレストドーノでの昼食会を行いました。ハンバーグランチと飲み物を

いただきながら、保護者同士の交流を深めることができました。



・講師の寺澤先生のやさしさ、温かさが伝わる素晴らしい講演でした。感動しました。先生

が弾くピアノの音色に、お人柄がよく表れていると感じました。

・よかったです。笑いあり、涙ありで１時間半が短く感じられました。過去のように障がい

児の親の話も聞き甲斐があったが、専門家の話はとても面白い。また聞いてみたいと思った。

・約１時間半の講演会、ものすごく引き込まれ、とても考えさせられる内容でとても勉強に

なりました。久しぶりに心が洗われたようで、本当に参加してよかったです。ありがとうご

ざいました。

・「普通」について考えることが何度かありました。上の子が自閉症スペクトラム症で、下

の子は我慢する場面が多いのではと悩むことがたくさんあります。先生のお話を聞いて、私

たち家族の「普通」を作って、幸せの形を大切にしていきたいと思いました。毎日の笑顔の

積み重ねを大切にしていきます。素敵な講演をありがとうございました。

・コロナの関係もあり、このような講演を聞くのは初めてでしたが、笑いあり、涙ありで眠

くなる暇もありませんでした。講師の方のお話がとても聞きやすかったからだと思います。

自分の子どもの今に、直接かかわる内容の話ではありませんが、障がいがある、ないに関係

なく、初心に戻り、子どもたちとの接し方を見直したいなと思いました。

・今までそこそこ多くの講演を聞いてきましたが、その中でもダントツで素晴らしかった。

やはり人選はとても大事。この講演なら、他の人にも「行くべき」と伝えられます。これか

らも、このような講演が聞きたいと思いました。

・障がいをもっている子が不幸とか、なんでうちの子がとかいろいろとマイナスな事ばかり

考えていましたが、今日の講演を聞き、障がいをもっていなくてももっていても幸せなんだ

と思いなさいとか命の大切さ、生まれてきた理由など今まで深く考えたことはなく、生まれ

てきた理由、生きている理由などこの講演を聞き、ちゃんと考えないとなぁと思いました。

・子どもに対して、「こんな体で産んでごめんね」という気持ちはすごくありました。何が

普通なのか、そのことに対しても考えさせられました。「今」、「今日」が大事という言葉

でいろいろ言われていますが、まだ、障がいの子を育てる人に対しても、風当たりが強いな

と感じています。病弱児に対してもです。その人やその子たちが安心して生活できるように

なるといいなと思いました。

・とても気さくで、親しみやすい寺澤先生のお人柄による、とても楽しく、考えさせられる

感動的なご講演でした。先生のお話の中にもあったように、障害のある息子の毎日の生活が、

彼にとってのあたりまえの普通な生活なのだなという事を改めて感じました。その思いを忘

れずに今後も息子に接していこうと思います。

講演会感想

ご参加いただいた皆さま、ありがとうございました。



「ベルマーク収集＆子育て講演会」実施報告

今月は懇談等学校行事もあり、ご多忙な中でのご参加ありがとうございました。

皆さんで協力し合いながら手際良く進める事ができました。

防災士であり、飛騨特別支援学校卒業生保護者でもある山本真紀様を講師としてお迎えし、

講演会を行いました。「防災はじめの一歩 ～命の守り方～」という演題で、地震などの災

害時に、どのような被害がどれくらい起こるのかを写真を交えながらわかりやすく説明して

いただきました。後半は、2グループに分かれワークショップを行いました。困っているこ

とや、今できる事を保護者同士で共有することができ、参加型の講演会となりアットホーム

な雰囲気で行われました。

日々の生活に追われ、後回しに
なりがちな防災について考える
機会を得ることができて、よ
かったです。いろいろな方向か
らの備えが不可欠であることが
わかりました。後半のグループ
ワークの時間も、大変有意義で
した。ありがとうございました。

他の方がどのような対策をして
いるか聞く機会がなかなかない
のでとても参考になりました。
うちではあまり災害に対しての
準備をしていないので今回の講
演会が家族で考えるきっかけに
なればいいなと思いました。

防災に関して、今まで準備して
きたことの再確認とともに、足
りなかった視点が沢山あること
に気付けました。今後に生かし
たいと思います。

こじんまりしており、グループワークもやりやす
く単純に面白かった。

ワーク作業などから、他の方のお話も聞けて、と
ても為になりました。ありがとうございます。



次回ＰＴＡイベントのお知らせ

■11月23日（土・祝）

ゆめフェスタ2024

杉山三四郎の絵本ライブ

かきりん＆もとまる 来場

などなど。。。
おおきな木 店主

杉山三四郎
かきりん もとまる

■12月11日（水）

9:00～9:45 ベルマーク収集

10:00～11:30 わいわいガヤガヤ「先輩保護者と語る会」

就労継続支援Ｂ型を利用されている先輩ママ ２名をお迎えして卒業後の進

路についてお話しいただきます。（参加確認は別途行ないます。）

※就労継続支援Ａ型

一般企業などで働くことが困難なものの、雇用契約に基づいて働くことができる方が、

事業所と雇用契約を結んだうえで働くことができます。

※就労継続支援Ｂ型

雇用契約を結ばずに、障害や体調にあわせて自分のペースで利用できます。

小学部2年生のときに参加をしました。そ
の時は子どもの進路のことなんて考えても
いなかったので、とても勉強になりました。
就労先を選ぶときの流れが分かりました。
そこから事業所についても少しずつ調べる
ようになりました。

皆さまのご参加お待ちしております。
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